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資源循環型施設建設に関する説明会 概要 

【諏訪部地域】 

 

１ 開催概要 

開催日時・時間 令和 3年 5月 15日（土）10：00～11：33 

開催場所 清浄園 2階大会議室 

出席者 

住  民 19名（諏訪部地域住民 16名、その他地区住民 3名） 

行  政 土屋広域連合長、𠮷澤上田市副市長 他関係職員 13名 

報道関係 3社 

説明要旨 
①環境影響評価 配慮書の手続きの内容と結果 

②環境影響評価 方法書の手続き以降の進め方 

 

２ 主な質疑応答 

No 項目 質問・意見等 回答 

1 配慮書の手続き

（複数案の設定に

ついて） 

建設場所は単一案で問題

ないか。 

県の技術指針では、複数案の設

定を基本とし、単一案とする場合

は理由を明らかにすることとさ

れている。 

当地域においては、清浄園用地

を候補地として選定した経過等

を説明することで、単一案で問題

がないと考えている。 

 

2 配慮書の手続き

（煙突高さについ

て） 

景観面を考え、煙突が無い

ような構造にできないか。 

 

 

 

 具体的な構造等については、今

後策定する施設基本計画や設計

で決定していく。 

今回、環境保全の方針としてお

示ししたとおり、周辺への圧迫感

など景観上の課題がないよう検

討していく。 

 

3 環境影響評価の手

続き（説明会につ

いて） 

 

本日の説明会の通知はど

のくらい送付したのか。 

 

 

諏訪部地域の住民、下沖振興組

合の組合員、地域内の事業所に送

付している。（送付総数は約 240

通） 
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No 項目 質問・意見等 回答 

4 環境影響評価の手

続き（説明会につ

いて） 

 

環境影響評価が完了する

令和 6年までに、こういった

説明会をまだやるのか。 

 

環境影響評価の段階に応じて、

県条例で定められた説明会を開

催していく。 

これ以外にも環境影響評価と

並行して、施設計画や周辺地域の

まちづくりについても説明して

いきたい。 

 

5 他の自治会の説明会では、

地域振興に関する意見はあ

ったか。 

 

 

 

今回の説明会では、水害対策や

堤防道路の拡幅への御意見が多

かった。以前の説明会では周辺道

路の安全性や渋滞緩和に関する

御意見、用途地域の見直し、自治

会活動に対する財政的な支援の

御要望等をお聴きしている。 

 

6 事業の進め方につ

いて 

諏訪部地域の住民には十

分な情報が入ってこない。 

正しい情報を地域住民に

知ってもらうため、今回の説

明会の概要等を、ホームペー

ジだけでなく、各戸に配布し

てほしい。 

 

説明会で出された御意見・御要

望及び回答内容を取りまとめ、地

域住民にお配りする。 

 

7 地域のまちづくりについ

て早く計画を立て、地域住民

に提示してほしい。 

 

 

これまで環境影響評価に着手

することが大きな課題であった

ことから、施設の安全・安心なあ

り方について協議を進めてきた

が、今後は地域のまちづくりにつ

いても協議する段階となってき

た。 

地域住民の御意見をお聴きし

ながら進めていく。 
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No 項目 質問・意見等 回答 

8 事業の進め方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、新しく設立される整

備協議会について、諏訪部自

治会としては参加しないと

の意向が示されているが、諏

訪部地域の住民が参加でき

る方法を考えてもらいたい。 

 

施設の安全・安心なあり方に加

え、地域のまちづくりについても

協議する整備協議会を立ち上げ

たいと考えている。 

諏訪部自治会、下沖振興組合の

皆さまにも、是非御参加いただき

たいが、諏訪部自治会からは文書

で参加しない旨、御回答をいただ

いている。 

希望する方々にお集まりいた

だき、整備協議会の協議経過など

を御説明し、地域の御意見や御要

望等をお聴きする場を設けるこ

とを検討したい。 

 

9 将来を担う地域の子ども

たちや保護者、ＰＴＡなどに

正確な情報を伝えていく方

法を検討してほしい。 

 

 

 

様々な世代や団体の方の意見

を聞くことは重要だと考えてい

る。 

まずは整備協議会をスタート

する中で、課題によって様々な立

場から御意見をいただく場や説

明する場を検討したい。 

 

10 整備協議会に傍聴という

かたちでも参加できないか。 

 

 

検討させていただく。 

諏訪部地域の住民に対して正

確な情報を提供し、御意見をいた

だく場を設けていきたい。 

 

11 環境影響評価が完了する

令和 6年に、諏訪部自治会が

まだ反対している場合はど

うするのか。 

 
 

環境影響評価と並行し、まちづ

くりについて協議を進めていく。  

情報提供をしっかりと行い、地

域住民に御理解をいただけるよ

う、粘り強く取り組んでいく。 
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No 項目 質問・意見等 回答 

12 事業の進め方につ

いて 

 

 

個別自治会内の要望、特に

若い世代の意見の吸い上げ

方について、例えばアンケー

トを配布するなど、1人 1人

の意見の吸い上げ手法につ

いて検討をお願いしたい。 

 

諏訪部地域、下沖振興組合の

方々には、説明会議事録を送付し

たいと考えおり、その際にアンケ

ートを同封し、御意見をお聴きす

る方法などを検討する。 

13 アンケート方法について、

職員が各戸に直接訪問して

聞き取る方法はどうか。 

 

地域住民の御意見をお聴きす

る方法について検討していく。 

 

 


